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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在位置と目的地を設定する工程と、
現在位置から目的地に至る経路を設定する工程と、
該経路に関連した、現在位置と目的地との間の主な地名を順番に選定可能に表示する工程
と、
特定の検索ジャンルを選定可能に表示する工程と、
選定された地名と選定された検索ジャンルとに基づいて、施設を検索する工程と、検索さ
れた施設の表示を行なう工程とを備えた
情報表示方法。
【請求項２】
　上記施設の表示は飲食物施設または観光施設の少なくとも何れか一方に設定された
請求項１記載の情報表示方法。
【請求項３】
　目的地へ到達する時間または目的地へ到達するまでの所要時間が予め設定され、
上記到達時間または所要時間の余裕度に対応して施設の表示内容を変更する
請求項１または２記載の情報表示方法。
【請求項４】
　上記施設の表示は地図上に可視表示される
請求項１～３の何れか１に記載の情報表示方法。
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【請求項５】
　現在位置から近距離の地点は非主要地名を含んで表示すると共に、現在位置から遠距離
の地点は主要地名を表示する
請求項１記載の情報表示方法。
【請求項６】
　現在位置から目的地と反対側の少なくとも１つの地名を表示する
請求項１または５記載の情報表示方法。
【請求項７】
　上記施設の表示には利用者の利用度合に応じた優先順位が付加される
請求項１，２または４記載の情報表示方法。
【請求項８】
　現在位置から目的地までの少なくとも一部の地図を表示する地図表示エリアと、上記地
名を表示する地名表示エリアとが分割された
請求項１，４，５または６記載の情報表示方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、現在位置から目的地に至る経路を表示するような情報表示方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、車載ナビゲーション装置のような情報表示装置においては、現在地から目的地に
至る経路設定ができ、経路誘導により知らない土地であっても容易に移動することができ
る利点がある反面、現在地と目的地との間の途中の土地（地名）に対応した施設情報を利
用者に利用可能に表示することができない問題点があった。
【０００３】
　すなわち、上述の情報表示装置においては、現在位置とジャンルおよびサブジャンルの
入力により施設の検索を行なうことで、店名などの施設名が表示されるが、知らない土地
において店名などの施設名が表示されても、実際に利用することは困難である。
【０００４】
　一方、特開平１１－１４３３５８号公報には、ナビゲーション装置と、情報の編集を行
なう編集装置と、これら両者間の通信を行なう通信網（いわゆるネットワーク）とを備え
、上述のナビゲーション装置と編集装置との間で情報の共有を行なうようにした一般的な
情報センタが開示されているが、上述同様に、現在地と目的地との間の途中の土地（地名
）に対応した施設情報を利用者に利用可能に表示することができない問題点があった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　この発明は、現在位置から目的地に至る経路を設定し、該経路に関連した、現在位置と
目的地との間の主な地名を順番に選定可能に表示し、特定の検索ジャンルを選定可能に表
示し、選定された地名と選定された検索ジャンルとに基づいて、の施設の表示を行なうこ
とで、現在位置と目的地との間の途中の知らない土地であっても利用者が施設検索を行な
うことができると共に、土地（地名）に対応した施設情報を利用者に利用可能に表示する
ことができる情報表示方法の提供を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この発明の情報表示方法は、現在位置と目的地を設定する工程と、現在位置から目的地
に至る経路を設定する工程と、該経路に関連した、現在位置と目的地との間の主な地名を
順番に選定可能に表示する工程と、特定の検索ジャンルを選定可能に表示する工程と、選
定された地名と選定された検索ジャンルとに基づいて、施設を検索する工程と、検索され
た施設の表示を行なう工程とを備えたものである。
【０００７】
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　上記構成の地名を順番に表示する工程と、検索ジャンルを選定可能に表示する工程との
関係は、何れの工程が先に実行されてもよい。
　また、上記構成の検索ジャンルは、飲食、宿泊、レジャー、スポーツ、観光、買物、交
通、給油、緊急などの各種施設に対応した少なくとも１つに設定することができる。
【０００８】
　上記構成によれば、まず、現在位置と目的地とが設定され、次に現在位置から目的地に
至る経路が設定され、次に該経路に関連した、現在位置と目的地との間の主な地名が順番
に表示、または特定の検索ジャンルが選定可能に表示され、次に選定された地名と選定さ
れた検索ジャンルとに基づいて、施設が検索され、この検索された施設の表示が実行され
る。
【０００９】
　この結果、現在位置と目的地との間の途中の知らない土地であっても利用者が施設検索
を行なうことができると共に、土地（地名）に対応した施設情報を利用者に利用可能に表
示することができる。
【００１０】
　この発明の一実施態様においては、上記施設の表示（以下、施設表示と略記する）は飲
食物施設または観光施設の少なくとも何れか一方に設定されたものである。
　上記構成によれば、一般的に利用の要求度合が高い施設表示を実行することができる。
【００１１】
　この発明の一実施態様においては、目的地へ到達する時間または目的地へ到達するまで
の所要時間が予め設定され、上記到達時間または所要時間の余裕度に対応して施設表示内
容を変更するものである。
【００１２】
　上記構成の施設表示内容の変更は、時間余裕度が大の場合には表示施設数を増加し、時
間余裕度が小の場合には表示施設数を減少させるように変更してもよい。
　上記構成によれば、余裕度に対応した施設表示を実行することができる。
【００１３】
　この発明の一実施態様においては、上記施設表示は地図上に可視表示されるものである
。
　上記構成によれば、利用者が利用を希望するところの施設位置を、地図上にて容易に認
識することができる。
【００１４】
　この発明の一実施態様においては、現在位置から近距離の地点は非主要地名を含んで表
示すると共に、現在位置から遠距離の地点は主要地名を表示するものである。
　上記構成によれば、限られた表示スペース内において現在位置から目的地までの全体を
詳細表示と主要表示とに分けて示すことができる。
【００１５】
　この発明の一実施態様においては、現在位置から目的地と反対側の少なくとも１つの地
名を表示するものである。
　上記構成によれば、既に通り過ぎた土地の施設検索および施設表示を行なうことができ
る。
【００１６】
　この発明の一実施態様においては、上記施設表示には利用者の利用度合に応じた優先順
位が付加されるものである。
　上記構成によれば、優先順位に基づいて施設を選択することができる。
【００１７】
　この発明の一実施態様においては、現在位置から目的地までの少なくとも一部の地図を
表示する地図表示エリアと、上記地名を表示する地名表示エリアとが分割されたものであ
る。
　上記構成によれば、１画面が地図表示エリアと地名表示エリアとに分割され、地図と地
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名とがそれぞれのエリアに表示されるので、画面の見やすさが向上する。
【００１８】
【実施例】
　この発明の一実施例を以下図面に基づいて詳述する。
　図面は情報表示方法を示すが、まず図１を参照してこの情報表示方法に用いる情報表示
装置の構成について説明する。
【００１９】
　車載用ナビゲーション装置のＣＰＵとして用いられる移動体端末Ｘ側のＣＰＵ１０を設
け、このＣＰＵ１０には車両の現在位置を測位する測位センサ１１と、道路地図および各
種施設情報を記憶したハードディスクから成る記憶手段としてのメモリ１２と、各種入力
操作を行なうスイッチ１３（スイッチ群）と、マイク１４と、地図配信センタＹのコンピ
ュータ１５との間で通信を行なう携帯電話機能を有する通信装置１６と、道路地図情報お
よび地名情報などを可視表示する表示部１７（ディスプレイ）と、スピーカ１８とを接続
している。
【００２０】
　上述のＣＰＵ１０は、測位センサ１１、メモリ１２、スイッチ１３、マイク１４、通信
装置１６からの必要な入力に基づいて、ＲＯＭ１９に格納されたプログラムに従って、通
信装置１６、表示部１７、スピーカ１８を駆動制御し、またＲＡＭ２０は当該移動体ＣＰ
Ｕ１０を特定する固有の識別コードデータなどの必要なデータを記憶する。
　この識別コードは、地図配信センタＹのコンピュータ１５からのデータをダウンロード
する時に当該移動体端末Ｘを特定するのに用いられる。
【００２１】
　また、上述の地図配信センタＹのコンピュータ１５は、ＲＯＭ、ＣＰＵ、ＲＡＭ、メモ
リを備え、このメモリには道路地図情報および各種施設情報が最新のものと更新可能に記
憶されている。
　次に図２、図３に示すフローチャートを参照して情報表示方法について説明する。
【００２２】
　まず、図２のフローチャートを参照して、地図配信センタＹ側の処理について述べる。
　ステップＱ１で、地図配信センタＹ内のＣＰＵは移動体端末Ｘからのダウンロード要求
があるか否かを判定し、ＮＯ判定時にはリターンする一方、ＹＥＳ判定時には次のステッ
プＱ２に移行する。
【００２３】
　このステップＱ２で、ＣＰＵは移動体端末Ｘが要求する情報（つまり最新の道路地図デ
ータおよび各種施設データ）をメモリから読出して、当該移動体端末Ｘへ送信する。
【００２４】
　次に図３のフローチャートを参照して、移動体端末Ｘ側の処理について述べる。
　ステップＳ１で、ＣＰＵ１０は測位センサ１１からの入力に基づいて現在位置Ａ（図４
参照）を測位する。
【００２５】
　次にステップＳ２で、ＣＰＵ１０は測位した現在位置Ａ周辺の地図をメモリ１２から読
出す。
　次にステップＳ３で、ＣＰＵ１０は上記周辺地図の有無または信頼性の大小を判定し、
周辺地図有りの時または信頼性大の時（ＹＥＳ判定時）にはステップＳ４に移行する一方
、周辺地図なしの時または信頼性小の時（ＮＯ判定時）には別のステップＳ５に移行する
。なお、地図の信頼性大小の判定は日・時の経過等に基づいて行なうことができる。
【００２６】
　上述のステップＳ４で、ＣＰＵ１０は表示部１７を駆動制御して、上記周辺地図を現在
位置Ａと共に表示する（図４参照）。
　図４はステップＳ４での表示の一例を示し、表示部１７の表示画面１７ａには周辺地図
と移動体（車両参照）の現在位置Ａとが表示される。
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【００２７】
　一方、ステップＳ５では周辺地図なし、または読出した地図の信頼性小に対応して、Ｃ
ＰＵ１０は地図配信センタＹから最新の地図情報のダウンロードを実行する。
　次にステップＳ６で、ＣＰＵ１０は表示部１７を駆動制御して、ダウンロードした地図
を現在位置Ａと共に表示する。この場合の表示内容も図４と同等になる。
【００２８】
　上述のステップＳ４またはステップＳ６の終了後には次のステップＳ７に移行する。
　このステップＳ７で、乗員がスイッチ１３を操作して、現在位置Ａから目的地Ｂ（図６
参照）までの入力操作、経路誘導路の入力操作、目的地Ｂに到着する時間または目的地Ｂ
までの所要時間を入力操作すると、目的地設定、経路誘導路設定、到達時間（または所要
時間）設定が行なわれ、設定内容はＲＡＭ２０に記憶される。
【００２９】
　次にステップＳ８で、ＣＰＵ１０は目的地設定済みか否かを判定し、ＮＯ判定時にはス
テップＳ１７にスキップする一方、ＹＥＳ判定時には次のステップＳ９に移行する。
【００３０】
　このステップＳ９で、乗員がスイッチ１３を操作して、検索条件および検索エリア設定
条件の入力操作を行なうと、検索条件設定、検索エリア設定条件の設定が実行される。
【００３１】
　ここで、検索条件とは移動体としての自車両が走行（移動）する経路上から周辺何Kmま
での範囲を検索するかという条件であり、検索エリア設定条件とは後述するサブ画面１７
ｂ（図７参照）に表示される地名を現在位置Ａから何Kmまでは非主要地名を含んで表示し
、現在位置Ａから何Km先以降においては主要地名のみを表示するという条件の設定であり
、設定内容はＲＡＭ２０に記憶される。
【００３２】
　次にステップＳ１０で、ＣＰＵ１０は現在位置Ａから目的地Ｂまでの経路誘導路Ｃを読
出して、表示画面１７ａの地図上に表示する。図５、図６はステップＳ１０での表示内容
の一例を示し、図４と同一の周辺地図上に経路誘導路Ｃ（図示の便宜上、太線にて示す）
を図５に示すように表示すると共に、図６に示す如く、現在位置Ａと目的地Ｂとが単一の
表示画面１７ａ内に現れるように経路誘導路Ｃと共に表示する。
【００３３】
　ここで、表示部１７による図５の表示形態と図６の表示形態とは数秒毎（所定時間毎）
に交互に表示すべく構成してもよく、図６の表示形態から所定時間経過後に図５の表示形
態に戻るように構成してもよく、スイッチ１３の入力操作により図５の表示形態と図６の
表示形態とを切換えるように構成してもよい。
【００３４】
　次にステップＳ１１で、ＣＰＵ１０は現在位置Ａと目的地Ｂ、並びに検索エリア設定条
件に対応して、サブ画面１７ｂ（図７参照）を作成し、このサブ画面１７ｂを表示部１７
に表示する。
【００３５】
　このサブ画面１７ｂは、図７にその一例を示すように現在位置Ａから目的地Ｂまでの少
なくとも一部の地図を表示する地図表示エリアＥ１の下部に、地名を表示する地名表示エ
リアＥ２が分割設定され、この地名表示エリアＥ２をサブ画面１７ｂとして用いる。なお
、この実施例では画面を上下に分割したが、これは画面を左右に分割してもよいことは勿
論である。
【００３６】
　図７に示すように、上述のサブ画面１７ｂには現在位置Ａと目的地Ｂとの間の主な地名
が順番に表示されると共に、現在位置Ａから近距離の地点においては区切りマーク２１，
２２内において非主要地名（ローカル的な町村名など）を含んで表示され、現在位置Ａか
ら遠距離の地点においては主要地名（たとえば主要都市名）のみが表示され、さらに、上
述の区切りマーク２１，２２内においては現在位置Ａから目的地Ｂとは反対側の少なくと
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も１つの地名が表示される。なお、図７においてＤは出発地の地名を示す。
【００３７】
　しかも、図７のサブ画面１７ｂにおける各地名に対応して、この時点（ステップＳ１１
の処理時点）にて各地の名所、名物、名産品を予め文字や図形により表示してもよい。ま
た各地名に対応する図７の○印はアイコン機能を有するものである。さらに図７に示す地
図表示エリアＥ１および地名表示エリアＥ２の表示内容は移動体の移動にともなって順次
スクロールされる（図７、図１６、図１２参照）。
【００３８】
　次にステップＳ１２で、ＣＰＵ１０は乗員のアイコン２３（図７のそれぞれの○印参照
）操作による施設検索の操作があったか否かを判定し、ＮＯ判定時にはステップＳ１７に
スキップする一方、ＹＥＳ判定時には次のステップＳ１３に移行する。
【００３９】
　このステップＳ１３で、ＣＰＵ１０は表示部１７を駆動制御して、地図表示エリアＥ１
を図７に示す周辺地図の表示から図８に示すように検索ジャンル選択画面１７ｃに切換え
、地名表示のサブ画面１７ｂと共に、各ジャンルに対応したアイコンＪ１～Ｊ１１を選定
可能に表示する。
【００４０】
　例えば、上述のステップＳ１２で岡山市に相当するアイコン２３が操作された場合、こ
のステップＳ１３では図８に示すように岡山市周辺の検索メニューが各アイコンＪ１～Ｊ
１１により選定可能に表示される。
　上述の各アイコンＪ１～Ｊ１１はその操作時（ジャンル選択時）にサブジャンルまたは
下位ジャンルが表示されるようになっている。
【００４１】
　以下に各アイコンＪ１～Ｊ１１によるサブジャンルを例示する。
　名産品…桃、マスカット、まつり寿司
　観光…後楽園、岡山城、温泉
　食べる…日本料理、中華料理、イタリア料理、フランス料理などの飲食店
　泊まる…ホテル、ペンション、旅館
　遊ぶ…映画館、パチンコ店などのアミューズメント施設
　スポーツ…スポーツ施設、スポーツ店
　買物…スーパー、コンビニ、百貨店、土産物店、ブティック、宝石店
　交通…駅、空港、フェリー港
　ガソリン…ガソリンスタンド
　緊急…警察、病院、ディーラ、ロードサービス。
【００４２】
　次にステップＳ１４で、上述の各アイコンＪ１～Ｊ１１によるジャンル選択、並びにサ
ブジャンルの選択後において、ＣＰＵ１０は検索エリア設定条件および検索条件数に対応
してサブ画面１７ｂに表示されるエリアを補正する。例えば、ジャンル選択された施設の
ある地名が表示されるように補正する。
【００４３】
　次にステップＳ１５で、ＣＰＵ１０はジャンル選択後において検索条件数を演算し、表
示部１７のサブ画面１７ｂに検索件数を表示する。例えば、アイコンＪ１により岡山の桃
が選択された場合には、図９に示すように、その検索件数を表示する。
【００４４】
　次にステップＳ１６で、ＣＰＵ１０は操作入力された条件および検索条件に対応して、
選定された検索ジャンルの施設表示を実行する。例えば、アイコンＪ１により岡山の桃が
選択された場合には、桃の販売店または桃が食べれる店（施設）を表示部１７の表示画面
１７ａにおいて道路地図上に文字、マーク、絵柄あるいはその他図形にて可視表示するが
、目的地Ｂに対する到達時間または所要時間の余裕度が大の場合には、図１０に示すよう
に経路誘導路Ｃから比較的広範囲に存在する多数の施設を表示し、余裕度が小の場合には
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、図１１に示すように経路誘導路Ｃから比較的狭範囲に存在する少数の施設を表示する。
【００４５】
　この実施例では図１０、図１１に示す桃のマークはそれぞれアイコンｍ１，ｍ２，ｍ３
，ｍ４，ｍ５としての機能を有する。
　次にステップＳ１７に移行し、このステップＳ１７で、ＣＰＵ１０は他のナビゲーショ
ン制御を実行するが、乗員が、例えば図１０のアイコンｍ２を操作すると、現在位置Ａか
らアイコンｍ２で選定された施設に対して渋滞などの交通情報を加味して距離的、時間的
に短い経路が選定されて経路誘導が行なわれ、アイコンｍ２に相当する施設から再び目的
地Ｂに向けて移動する際には、当該施設から目的地Ｂに対して渋滞などの交通情報を加味
して距離的、時間的に短い経路が選定されて経路誘導が行なわれる。
【００４６】
　一方、移動体が目的地Ｂに向けて走行（移動）し、この移動体が、例えば浜松付近に達
した場合、前述のステップＳ１３で「浜松のうなぎ」がジャンル選定されると、次のステ
ップＳ１４でＣＰＵ１０は検索エリア設定条件および検索件数に対応してサブ画面１７ｂ
に表示されているエリアを補正した後に、次のステップＳ１５で、ＣＰＵ１０はジャンル
選択後において検索件数を演算し、表示部１７のサブ画面１７ｂに図１２に示すように、
その検索件数を表示する。
【００４７】
　次にステップＳ１６で、ＣＰＵ１０は操作入力された条件および検索条件に対して、選
定された検索ジャンルの施設表示を実行する。この場合は「うなぎ丼」が食べれる店（施
設）を表示部１７の表示画面１７ａにおいて道路地図上に文字、マーク、絵柄あるいはそ
の他図形にて可視表示するが、目的地Ｂに対する到達時間または所要時間の余裕度が大の
場合には、図１３に示すように経路誘導路Ｃから比較的広範囲に存在する多数の施設を表
示し、余裕度の小の場合には、図１４に示すように経路誘導路Ｃから比較的狭範囲に存在
する少数の施設を表示する。
【００４８】
　この実施例では図１３、図１４に示す「うなぎ」のマークはそれぞれアイコンｎ１～ｎ
７としての機能を有する。
　次にステップＳ１７に移行し、このステップＳ１７で、ＣＰＵ１０は他のナビゲーショ
ン制御を実行するが、乗員が、例えば図１３のアイコンｎ１を操作すると、現在位置Ａか
らアイコンｎ１で選定された施設に対して渋滞などの交通情報を加味して距離的、時間的
に短い経路が選定されて経路誘導が行なわれ、アイコンｎ１に相当する施設から再び目的
地Ｂに向けて移動する際には、当該施設から目的地Ｂに対して渋滞などの交通情報を加味
して距離的、時間的に短い経路が選定されて経路誘導が行なわれる。
【００４９】
　このように図１～図１４で示した実施例の情報表示方法は、現在位置と目的地を設定す
る工程Ｓ７と、現在位置Ａから目的地Ｂに至る経路を設定する工程Ｓ７と、該経路に関連
した、現在位置Ａと目的地Ｂとの間の主な地名を順番に表示する工程Ｓ１１と、特定の検
索ジャンルを選定可能に表示する工程Ｓ１３と、選定された地名と選定された検索ジャン
ルとに基づいて施設を検索する工程Ｓ１５と、検索された施設の表示を行なう工程Ｓ１６
とを備えたものである。
【００５０】
　この構成によれば、まず、現在位置Ａを目的地Ｂとが設定され、次に現在位置から目的
地に至る経路Ｃが設定され、次に該経路に関連した、現在位置Ａと目的地Ｂとの間の主な
地名が順番に表示、または特定の検索ジャンルが選定可能に表示され、次に選定された地
名と選定された検索ジャンルとに基づいて施設が検索され、この検索された施設の表示が
実行される。
【００５１】
　この結果、現在位置Ａと目的地Ｂとの間の途中の知らない土地であっても利用者が施設
検索を行なうことができると共に、土地（地名）に対応した施設情報を利用者に利用可能
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に表示することができる。
【００５２】
　また、上記施設表示は飲食物施設または観光施設の少なくとも何れか一方に設定された
ものである。
　この構成によれば、一般的に利用の要求度合が高い施設表示を実行することができる。
【００５３】
　さらに、目的地Ｂへ到達する時間または目的地Ｂへ到達するまでの所要時間が予め設定
され、上記到達時間または所要時間の余裕度に対応して施設表示内容を変更するものであ
る。
【００５４】
　すなわち、時間余裕度が大の場合には、図１０、図１３に示すように表示施設数を増加
し、時間余裕度が小の場合には、図１１、図１４に示すように表示施設数を減少させるよ
うに変更することができ、この結果、余裕度に対応した施設表示を実行することができる
。
【００５５】
　加えて、上記施設表示は道路地図上に可視表示されるものである。
　この構成によれば、利用者が利用を希望するところの施設位置を、道路地図上にて容易
に認識することができる。
【００５６】
　また、現在位置Ａから近距離の地点は非主要地名を含んで表示すると共に、現在位置Ａ
から遠距離の地点は主要地名を表示するものである。
　この構成によれば、限られた表示スペース内において現在位置Ａから目的地Ｂまでの全
体を詳細表示と主要表示とに分けて示すことができる。
【００５７】
　さらに、現在位置Ａから目的地Ｂと反対側の少なくとも１つの地名を表示するものであ
る。
　この構成によれば、既に通り過ぎた土地の施設検索および施設表示を行なうことができ
る。
【００５８】
　しかも、現在位置Ａから目的地Ｂまでの少なくとも一部の地図を表示する地図表示エリ
アＥ１と、上記地名を表示する地名表示エリアＥ２とが分割されたものである。
　この構成によれば、１画面が地図表示エリアＥ１と地名表示エリアＥ２とに分割され、
地図と地名とがそれぞれのエリアＥ１，Ｅ２に表示されるので、画面の見やすさが向上す
る。
【００５９】
　図１５は情報表示方法の他の実施例を示し、ステップＳ１６における施設表示と併せて
、特定のポイントＰ（例えば交差点、高速道路の場合には出口、その他目印となるような
ポイントなど）から各施設（アイコンｍ１～ｍ５参照）までの所要時間概算値ｔ１～ｔ５
（渋滞条件などを考慮した値）を分単位で表示するものである。
【００６０】
　この所要時間概算値は移動体としての自車両の平均車速（または一般道における制限車
速）と、ポイントＰから各施設までの距離との両者によりＣＰＵ１０により即座に求める
ことができる。
　このように構成すると、立ち寄りたい施設までの所要時間を乗員に報知することができ
る。
【００６１】
　図１６、図１７は情報表示方法の他の実施例を示し、先の実施例では、経路Ｃに関連し
た現在位置Ａと目的地Ｂとの間の主な地名を順番に表示する工程（図３のステップＳ１１
参照）を先に実行し、特定の検索ジャンルを選定可能に表示する工程（図３のステップＳ
１３参照）を後で実行すべく構成したが、図１６、図１７の実施例では、特定の検索ジャ
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ンルを選定可能に表示する工程を先に実行し、経路Ｃに関連した、現在位置Ａと目的地Ｂ
との間の主な地名を順番に表示する工程を後で実行すべく構成したものである。
【００６２】
　つまり、図１６ではジャンル選択により「名酒」を選び、次に現在位置Ａと目的地Ｂと
の間の主な地名を順番に表示するが、この場合、選定された施設のある地名のみを表示部
１７のサブ画面１７ｂに表示するものである。
【００６３】
　また、図１７ではジャンル選択により「水族館」を選び、次に現在位置Ａと目的地Ｂと
の間の主な地名を順番に表示するが、この場合、選定された施設のある地名のみを表示部
１７のサブ画面１７ｂに表示するものである。
【００６４】
　このように構成しても、その他の方法については先の実施例とほぼ同様であるから、図
１６、図１７において前図と同一の部分には同一符号を付して、その詳しい説明を省略す
る。
【００６５】
　図１８は情報表示方法に用いる情報処理システムを示し、移動体端末Ｘと情報センタＺ
との間で通信を行なうように構成している。
　移動体端末Ｘ側は図１と同一であるので、情報センタＺ側の構成について述べると、情
報センタＣＰＵ３０には通信装置２５と、道路地図情報を記憶するメモリ２６と、各種ジ
ャンルに対応した施設情報を記憶するメモリ２７とが接続されている。なお、これらの各
メモリ２６，２７の情報は最新のものに更新されるようになっている。
【００６６】
　また、情報センタＣＰＵ３０側の通信装置２５はネットワーク３１を介して移動体端末
Ｘ側の通信装置１６と通信を行なうように構成されている。
　ＣＰＵ３０は通信装置２５からの入力に基づいて、ＲＯＭ２８に格納されたプログラム
に従って、各メモリ２６，２７および通信装置２５を駆動制御し、またＲＡＭ２９は必要
なデータ等を記憶するが、上述のＣＰＵ３０は複数の移動体端末Ｘ…が利用した施設の利
用回数（利用度合）に応じてそれぞれのジャンル別の施設に利用頻度が高いものから順に
優先順位データを付すように構成している。
【００６７】
　この図１８に示す情報処理システムを用いると、図３のステップＳ１６で施設表示を行
なう際、図１９、図２０にそれぞれ示すように各施設の位置を示すアイコンｍ１～ｍ５、
ｎ１～ｎ７に対して優先順位を付加して、所謂人気施設、旨い店をランク付けすることが
できる。なお、図１９の表示内容に図１５で示した施設までの概算所要時間を併せて表示
するように構成してもよい。
【００６８】
　このように図１８～図２０に示す実施例の情報表示方法においては、図３のステップＳ
１６における施設表示に、利用者の利用度合に応じた優先順位が付加されるので、利用者
は優先順位に基づいて施設を選択することができる。
【００６９】
　ところで、図１８に示す情報処理システムは、移動体端末Ｘと、情報センタＺと、それ
らを接続するネットワーク３１とを備え、上述の情報センタＺは移動体端末Ｘから少なく
とも施設検索要求と現在位置Ａおよび目的地Ｂの情報または経路誘導路Ｃを受信した時、
現在位置Ａから目的地Ｂまでの主な地名が順番に表示されるサブ画面１７ｂを移動体端末
へ返信（送信）するＣＰＵ３０（第１の制御手段）を有し、移動体端末Ｘは、上述サブ画
面１７ｂを受信すると共に、そのサブ画面１７ｂ上で地名を選択することにより、検索エ
リアの決定を行なうＣＰＵ１０（第２の制御手段）を備えたものである。
【００７０】
　したがって、上記情報処理システム（画面ではナビゲーション装置を示す）を用いると
、知らない土地であっても利用者が容易に施設検索を行なうことができる。
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　また図１８の情報処理システムにおいてＣＰＵ３０は検索施設が所定数以上存在する地
名のみを上記サブ画面１７ｂに表示すべく構成してもよい。
【００７１】
　さらに、ＣＰＵ３０は上述のサブ画面１７ｂに各地名毎の検索施設件数を識別可能に表
示すべく構成してもよく、或はＣＰＵ３０は経路誘導路Ｃから所定範囲／所定時間以内の
みを検索の対象と成してもよく、各種条件（利用者のマニュアル操作、施設の存在状況、
移動体の走行状況、目的地、経路誘導路の状況の少なくとも何れか１つ）に応じて検索さ
れる範囲を補正するように構成してもよい。
【００７２】
　一方、移動体端末Ｘ側のＣＰＵ１０は既述したように複数の地名を含む範囲を設定可能
に構成されており、このＣＰＵ１０側においては設定された範囲にて検索される施設件数
を実際の検索前段階にて表示すべく構成してもよい。
【００７３】
　この発明の構成と、上述の実施例との対応において、
　この発明の現在位置と目的地を設定する工程は、実施例のＣＰＵ１０制御によるステッ
プＳ７に対応し、
　以下同様に、
　現在位置から目的地に至る経路を設定する工程は、ステップＳ７に対応し、
　地名を順番に表示する工程は、ステップＳ１１に対応し、
　検索ジャンルを選定可能に表示する工程は、ステップＳ１３に対応し、
　施設を検索する工程は、ステップＳ１５に対応し、
　施設表示を行なう工程は、ステップＳ１６に対応するも、
　この発明は、上述の実施例の構成のみに限定されるものではない。
【００７４】
　例えば、上記実施例においては移動体端末として車載ナビゲーション装置を例示したが
、この移動体端末はモバイルや携帯電話などの他の移動体端末であってもよい。
【００７５】
【発明の効果】
　この発明によれば、現在位置から目的地に至る経路を設定し、該経路に関連した、現在
位置と目的地との間の主な地名を順番に選定可能に表示し、特定の検索ジャンルを選定可
能に表示し、選定された地名と選定された検索ジャンルとに基づいて施設の表示を行なう
ので、現在位置と目的地との間の途中の知らない土地であっても利用者が施設検索を行な
うことができると共に、土地（地名）に対応した施設情報を利用者に利用可能に表示する
ことができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の方法に用いる情報表示装置のブロック図。
【図２】　地図配信センタ側の処理を示すフローチャート。
【図３】　本発明の情報表示方法を示すフローチャート。
【図４】　ステップＳ４での表示内容を示す説明図。
【図５】　ステップＳ１０での表示内容を示す説明図。
【図６】　ステップＳ１０での表示内容を示す説明図。
【図７】　ステップＳ１１での表示内容を示す説明図。
【図８】　ステップＳ１３での表示内容を示す説明図。
【図９】　ステップＳ１５での表示内容を示す説明図。
【図１０】　ステップＳ１６における余裕度大時の表示内容を示す説明図。
【図１１】　ステップＳ１６における余裕度小時の表示内容を示す説明図。
【図１２】　ステップＳ１５での他の表示内容を示す説明図。
【図１３】　ステップＳ１６における余裕度大時の他の表示内容を示す説明図。
【図１４】　ステップＳ１６における余裕度小時の他の表示内容を示す説明図。
【図１５】　本発明の情報表示方法の他の実施例を示す説明図。
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【図１６】　サブ画面の他の表示内容を示す説明図。
【図１７】　サブ画面のさらに他の表示内容を示す説明図。
【図１８】　本発明の方法に用いる情報処理システムを示す系統図。
【図１９】　優先順位を付した施設表示の一例を示す説明図。
【図２０】　優先順位を付した施設表示の一例を示す説明図。
【符号の説明】
　Ｓ７，Ｓ１１，Ｓ１３，Ｓ１５，Ｓ１６…工程
　Ａ…現在位置
　Ｂ…目的地
　Ｃ…経路誘導路（経路）
　Ｅ１…地図表示エリア
　Ｅ２…地名表示エリア
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